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 資料２  

岡山県立図書館第４次中期サービス目標 

目標達成度評価シート＜令和５年度＞ 

 

＜５つの基本的性格＞ 

（１）県民に開かれた図書館 

基本指標 令和５年度実績 

来館者数    平成２８～令和元年度実績平均：９９８,１９０人 ８０３，３５０人   

個人貸出冊数   平成２８～令和元年度実績平均：１,４１８,７４９冊 １，１９０，９１５冊  

登録者数    令和元年度末累計：２７９,７３４人 ３０７，２０２人  

登録率（人口１００人当たり）  令和元年度末：１４.６人 １６．５人  

来館者アンケート利用者満足度  令和元年度：９４．４％ ９６．２％  

 

○資料・情報の提供 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①来館者サービスの向上 

 豊富な蔵書を基盤に、企画展示、レファレ

ンスサービス、講座等を行い、来館者と資料

を結ぶ積極的働きかけを行います。案内表

示、サイン、検索端末の利用環境等の整備を

進めるとともに、施設・設備の点検、修理を

計画的に行い、安心かつ快適な環境で利用で

きるよう努めます。引き続きキャンペーン等

を通して利用者の自発的なマナー向上を働き

かけます。 

[主な成果] 

・館内照明のＬＥＤ化を順次すすめるとともに、多目的ホ

ールなどのカーペットを更新するなど設備更新に努め

た。 

・県立学校と連携し、令和4年度に制作したマナー向上に関

するポスターなどの啓発作品を使用して、マナーアップ

キャンペーンを実施した。 

[課題] 

・より多くの県民が来館し、快適に利用していただけるよ

う、利用者カードのスマートフォンへの表示や館内の案

内表示の検討などの利便性向上や施設・設備の利用環境

の改善に努める。 

 

②ユニバーサルデザインの視点に立ったサー

ビス 

 誰にでも使いやすいように蔵書検索システ

ムの機能の充実を図ります。またウェブアク

セシビリティ規格に配慮し、ウェブコンテン

ツの更なる改善を進めます。 

 障害のある方の読書環境の整備を目指した

「読書バリアフリー法」の理念を踏まえ、対

面朗読のオンライン化について検討します。

また、障害者サービス等において県内公共図

書館や関係機関との連携の一層の強化を進

め、全県的に効果的なサービス展開を図りま

す。 

 多文化サービスについては、利用者ニーズ

の把握に努め、利用を促進します。 

 

[主な成果]  

・当館所蔵資料に加え、録音図書などを提供するネットワ

ーク「サピエ図書館」を活用した資料提供を行った。 

・特別支援学校の管理職が集まる会議や教員が見学の下見

に来館された機会を活用し、障害者サービスや県立図書

館の利用方法の周知に努めた。 

・「岡山県読書バリアフリー計画」を踏まえ、全県的に効

果的なサービス展開を目指し、県内の関係機関とともに

情報交換を行い、今後の活動について話し合った。 

・オンラインでの対面朗読サービスの試行を開始した。 

[課題] 

・ＩＣＴの活用など誰にでも使いやすい利用環境の改善と

ともに、各種サービスを有効に活用いただけるよう周知

に努める。 
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③非来館型サービスの向上 

 全県域へのサービス提供の拡大のため、引

き続き県内公共図書館等の協力を得ながら、

各館での岡山県立図書館利用者登録、インタ

ーネット予約サービスや資料相互返却サービ

スを推進します。音楽配信サービスやオンラ

インレファレンス等の非来館サービスの利便

性を周知します。 

 外部環境の大きな変化や利用者ニーズを踏

まえ、返却ポストの増設や郵送による資料の

貸出サービスの拡充、電子書籍の導入を検討

します。 

 

 

 

[主な成果] 

・当館資料のインターネット予約の他館受渡冊数が

７９，３０１件（Ｒ４：７９，２９６件）と高い水準を維持し、引

き続き非来館者の利便性向上に寄与している。 

・インターネット予約の利便性が浸透し、２１７,６５６件（Ｒ３：

２２８，５４６件）と高い水準であった。 

・県内公共図書館の協力を得て、現在２６市町村の５４施

設で県立図書館の利用者登録の受付けが可能となってい

る。 

・県内の公共図書館等で本の取り寄せや返却ができること

をＰＲするチラシを新たに作成し、周知を進めた。 

 [課題] 

・インターネット予約他館受渡し等のサービスについて

は、市町村立図書館との使い分けを考慮しながら、引き

続き推進していく一方、電子書籍など、デジタル技術を

活用した非来館サービスについて、さらに検討を進める

必要がある。 

【指標】インターネット予約貸出比率：毎年    

度個人貸出冊数の１５％以上 

【指標】インターネット予約貸出比率：１８．３％ 

    （Ｒ４：１８．６％） 

○県民参加による図書館づくり 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

④公聴広報活動の推進 

 公聴活動については、既存の取組のほか、

未利用者や非来館者の意見聴取の方法を検討

します。広報活動については、報道機関への

積極的な情報提供など既存の取組を徹底して

いくほか、ＳＮＳを活用して、時宜を得た広

報や、県内公共図書館、岡山カルチャーゾー

ン構成施設等の行事に合わせて利用案内など

を行い、利用拡大を図ります。なお、有料貸

出施設について、県民の生涯学習活動に活用

してもらえるよう、広報による利用拡大を図

ります。 

[主な成果] 

・カルチャーゾーン施設や県立記録資料館の展示と連携し

た展示や岡山シンフォニーホールと連携したライブラリ

ーコンサートを行った。 

・ＳＮＳ（Facebook、twitter）を活用し、毎日情報発信に

努めた。また、新たな試みとして、館内展示替えの様子

や季節の飾りの作り方を動画撮影し、発信した。 

・新たにInstagramを開設し、若い世代への情報発信に努め

た。 

・バックヤードツアーのコース内で有料貸出施設を紹介す

るとともに、参加者にＳＮＳ発信を呼びかけるなど利用

拡大に努めた。 

・来館者アンケート、Webアンケート、県職員へのアンケー

トを行い、未利用者を含む図書館利用についての意見の

把握に努めた。 

・岡山市の「ユネスコ創造都市ネットワーク」文学分野加

盟都市認定に関連し、おかやま文学フェスティバル（岡

山市ほか）のイベントに参加し、県立図書館のＰＲを行

った。 

[課題] 

・ＳＮＳ等を活用し、タイムリーな情報発信を行うととも

に当館イベントの参加者などにも情報発信を促し、フォ

ロワー数の増加を図る必要がある。 

・利用者が求める情報を積極的かつ速やかに発信する必要

がある。 

・図書館未利用者へ来館を促すなど新たな層を獲得するた

め、デジタルマーケティング等の研究が必要である。 

【指標】ツイッターのフォロワー数を最終 

年度に３，０００人にする。 

【指標】ツイッターフォロワー数：２，８４２人 

    （Ｒ４：２，５８０人） 
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⑤図書館の魅力を伝えるイベントの開催 

 岡山県立図書館の魅力を伝える「県立図書

館フェスタ」や、「県立図書館とことん活用

講座」など時節に応じた多彩な催し、資料・

情報の提供につながるイベントを、様々な主

体とも連携しながら実施します。 

[主な成果] 

 「県立図書館フェスタ」や、主題別６部門ごとに企画す

る「とことん活用講座」等主催事業のほか、次のような

イベントを実施し、アンケートによると、全体的に満足

度が高かった。 

・放送大学岡山学習センター、岡山県生涯学習センター、

岡山県古代吉備文化財センター、岡山県環境保健センタ

ーとの連携による公開講座 

・県立高等学校との連携によるコンサート 

[課題] 

・他機関や学校等と連携し、普段図書館を利用しない層が

参加するイベントの企画・実施を図り、未利用者の来館

を促す必要がある。 

 

⑥県民との協働の推進 

 ボランティアの受入れ及び研修による資質

能力向上を図ります。また、学習成果を発揮

する場やボランティア同士の交流機会を提供

します。読書グループや読書ボランティアの

調査結果等を基に、地域における読書ボラン

ティアの養成に際して、講師紹介や助言等に

よる支援を行います。 

[主な成果] 

・当館の新規登録ボランティアを対象に養成講座を実施し

たほか、他館も含め広く図書館ボランティアを対象とす

るスキルアップ講座を開催した。アンケートでは、満足

度・活用度ともに昨年度を上回った。また、他館からの

要請を受け講師の紹介や助言を行った。 

・講座（障害者利用支援コース）の後に情報交換の時間を

設け、ボランティア同士の交流の場を提供した。 

・「全国読書グループ調査」及び「岡山県内読書グルー

プ・読書関係ボランティア調査」を実施し、とりまとめ

結果を公表した。 

[課題] 

・ボランティア対象の講座が、実際のボランティア活動に

どう活用されているかを把握する方法の検討が必要であ

る。 

⑦郷土資料の寄贈受入及び郷土情報募集事業

の推進 

 県民の参加意識を高めることによって、取

組を積極的に進め、価値ある郷土資料・情報

の提供につなげます。 

[主な成果] 

・県民等から郷土資料３,５６８点の寄贈を受け入れた。ま

た、郷土情報募集事業では、動画、校歌など、県民や学

校から提供のあったコンテンツ１１点、また県及び市町

村から提供のあった行政資料３点を登録し，ホームペー

ジ上で公開した。 

[課題] 

・市町村や県民の協力も得ながら、郷土資料の網羅的収集

を継続していくことが重要である。 

評価 

入館者数、個人貸出冊数ともに前年度からほぼ横ばいであったが、長期的に見れ

ば１０年ほど前から減少傾向が続いている。 

こうした中、来館者アンケートでは前年度に引き続き高い満足度を得ることがで

きた。 

このほか、インターネット予約貸出冊数は、その利便性が浸透してきたこともあ

り、目標を大きく上回った。 

４ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 
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（２）県域の中枢となる図書館 

基本指標 令和５年度実績 

協力レファレンス件数 平成２８～令和元年度実績平均： 

１,０５７件  

 

９６９件  

 

○県内公共図書館の振興 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①県内公共図書館への支援の推進 

 全県的な図書館サービスの拡充に向け、既

存の支援事業に引き続き取り組みます。具体

的には、市町村図書館等への協力貸出し、支

援用図書の充実、協力レファレンスなどサー

ビス支援を推進していくとともに、日常的な

図書館運営に関する様々な相談に対応し、情

報交換できる環境を整備します。その一環と

して、公共図書館協議会や協力担当者会、全

自治体への巡回相談を継続して実施し、各館

の現状や課題を把握して情報の提供や助言を

行います。これにより、「第３次岡山県教育

振興基本計画」５・生涯学習環境の整備と文

化・スポーツの振興に寄与します。 

[主な成果] 

・利用マナーに関するトラブルが問題となっていることか

ら、県内図書館に呼びかけ「マナーアップキャンペー

ン」を統一イベントとして実施した。 

・新春図書館福袋2024を県内図書館に呼びかけ「県内図書

館共同企画」として実施した。（参加館：39館） 

・館長、担当者を対象とした会議や研修会（オンライン開

催を含む。）、図書館協力ニュースの発行、巡回相談等

を通して、情報交換・提供、助言を行った。 

・県立図書館が実施した資料展示をパッケージ化し、市町

村立図書館へ協力貸出しで提供するサービスを実施し

た。（５施設から１２件の利用） 

 [課題] 

・引き続き、各市町村図書館の域内において図書館サービ

スに空白が生じないよう、情報提供や助言等必要な支援

を行う。 

・協力貸出し、支援用図書、協力レファレンス等既存資源

の有効活用に努めるとともに、新たな市町村図書館支援

策を検討していく必要がある。 

 

【指標】県内公共図書館への協力貸出 最終

年度に40,000冊以上 

【指標】巡回相談実施延件数 毎年度75件以上 

【指標】県内公共図書館への協力貸出冊数： 

２８,１７８冊（Ｒ４：２９,８００冊） 

【指標】巡回相談実施延件数：７８件（Ｒ４：７８件） 

②図書館に関する調査とその公表の推進 

 県内公共図書館調査等の定例の取組を推進

するとともに、「災害に関連する図書館の取

組状況調査」などニーズや重要性を見極めた

きめ細かい調査を行い、県内公共図書館のサ

ービス向上等に役立てます。 

[主な成果] 

・人口規模別に県内公共図書館と全国の図書館のサービス

目標を比較した「自治体別指標」を取りまとめ、各館の

計画策定や予算要求等に活用された。 

・指定管理者制度、障害者サービスなど調査を行い、結果

を提供した。 

 [課題] 

・市町村が館の運営や予算要求等に活用できるよう、県内

及び全国の状況を取りまとめ情報提供を行うことが必要

である。 

・市町村毎に異なる課題に着目し、個別に解決策を見出す

ための詳細な分析方法について、検討が必要である。 
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○図書館職員の資質能力の向上 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③図書館職員研修の充実 

 研修については、より実践的な内容とし、

研修実施後、内容を県内公共図書館等に情報

提供し共有できるよう配慮します。また、講

師派遣制度の充実とともに、研修を受けた市

町村職員自身が講師を務めるよう促し、県全

体の図書館職員の資質能力向上を図ります。

さらに、研修の機会を確保するためインター

ネットを利用した遠隔研修を検討します。 

[主な成果] 

・図書館職員研修では、オンライン開催や事後の動画配信を

行うなど、受講しやすい環境を整え、研修会参加者は前年

度より100名程度増加したものの、満足度・活用度ともに

低下した。また、要請を受け市町村立図書館の研修などに

講師を９回派遣し、参加者から高い満足度を得た。 

[課題] 

・県内図書館では、開館日数の増加や時間延長、非正規雇

用が進む中、職員のスキルの維持・向上に必要な研修機

会の確保が課題である。また、より活動度の高い実践的

な研修内容となるようテーマの精選が必要である。 

④岡山県立図書館職員の専門性の向上 

 県域の公共図書館の支援を行うという広い

視野に立ってグループ研究に取り組み、その

成果は館内研修等で共有し、日常業務の改善

や講師派遣制度に活用します。また、国立国

会図書館の遠隔研修の活用など研修形態のあ

り方を検討していきます。 

[主な成果] 

・６つのグループを組織し、テーマに沿って研究を進め職

員の資質や技術、知識レベルの向上を図った。研究で得

られた成果は、年度末の館内職員研修で活動報告を発表

し共有するとともに、図書館職員等研修講座で講義を行

った。また、県内公共図書館等への講師派遣事業に生か

すことができた。 

[課題] 

・職員のスキルの維持・向上に必要な研修及び研究グルー

プによる自主研究等の機会及び時間の確保が課題であ

る。 
 

○図書館ネットワークの拡充・強化 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

⑤県内図書館等とのネットワークの推進 

 県内公共図書館等既存の参加館と協力しな

がら安定的なネットワークを維持するととも

に、大学図書館等との連携の拡大を図りま

す。また、「岡山連携中枢都市圏図書館相互

利用」などの県域の広域ネットワークの動向

を注視していきます。 

[主な成果] 

・県内公共図書館、大学図書館等３７施設に週２回、学校

図書館等１１２施設に週１回の資料搬送を行った。居住

地にかかわらず、希望する資料を受け取れることから、

利用者の利便性が向上している。 

[課題] 

・物流コストの高騰も考慮し、より効率的な配送システム

を検討していく必要がある。 

・横断検索システムへの接続ができていない大学図書館に

対し、説明や働きかけを行い、ネットワークの拡充を図

る必要がある。 

⑥県外図書館等とのネットワークの推進 

 新しい技術動向に対応しつつ、全国的ネッ

トワークの地域拠点機能を果たし、県外図書

館等との協力関係を維持します。 

[主な成果] 

・国立国会図書館のレファレンス協同データベース事業に

登録し、累計登録件数は３,７５８件となった。平成２０

年度以降１５年連続で国立国会図書館長から感謝状を受

けた。 

[課題] 

・県外図書館へ１,６９０冊の相互貸借による貸出しを実施

しており、全国的ネットワークに大いに貢献している。

しかし、業務量および送料等についての負担も大きいた

め、より効果的な方法を検討する必要がある。 
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評価 

 県内公共図書館への協力貸出冊数は目標を下回った。これはコロナ禍にインター

ネット予約をして県立図書館の資料を借りることが浸透してきていることや、市町

村図書館における広域連携の進展などによるものと考えられる。 

一方、巡回相談実施延件数については、全市町村の図書館等を訪問し、各地域の

状況把握に努めるとともに、運営の相談に対応し、目標を上回る水準であった。 

３ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 

 

 

（３）調査・研究センターとしての図書館 

基本指標 令和５年度実績 

レファレンス件数 平成２８～令和元年度実績平均：８６,０９８件                ７０,９０５件 

○主題別６部門制による調査・研究支援 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①レファレンスの充実 

 主題別６部門制に基づく専門性の高いレフ

ァレンスを行い、レファレンスデータベース

へ登録するほか、レファレンスツールとして

のブックリスト、調べ方案内（パスファイン

ダー）等の作成・更新に取り組み、県民の調

査・研究に役立てます。提供に当たっては、

利便性の向上に努めます。 

 

[主な成果] 

・レファレンスデータベースに１８０件を登録した。 

・各部門のテーマ展示や関係機関との連携展示に合わせ

て、ブックリストを作成し、ホームページ上で公開し

た。 

・レファレンスの周知を図るため、利用者への積極的な声

かけを行うなど、レファレンス認知度アップ大作戦を実

施し、カウンター職員へ尋ねやすい雰囲気作りに努め

た。また、過去のレファレンス事例を紹介するパネルの

掲示やレファレンスに使用した資料および関連資料の展

示を行い、レファレンス件数の増加につながった。 

[課題] 

・レファレンスサービスを具体的にイメージでき、利用に

つながるよう、引き続き具体的な活用例を示すなどの周

知が必要である。 

 

【指標】レファレンス事例の公開件数 毎年

度１８０件以上 

【指標】レファレンス事例の公開件数：１８０件 

    （Ｒ４：１８０件） 

②関係機関と連携した調査・研究支援の充実 

 利用者と関係専門機関をつなぐレフェラル

サービスの充実を図ります。特に、重点収集

資料である交通文化資料については、関係機

関の協力も得ながら魅力ある企画展示を行っ

たり、二次資料の作成を進めるなど、岡山県

立図書館の特色として今後も情報発信を続け

ます。 

[主な成果] 

・利用者の求める情報や資料の提供にあたり、岡山県立記

録資料館や岡山大学付属図書館等の機関を紹介した。 

・各部門において、年間を通じ、関係機関の協力も得なが

ら、利用者の興味・関心を引く展示等を行った。 

・県民生活交通課と連携し、交通に関連する資料の展示を

行った。 

[課題] 

・子どもから大人まで幅広い世代が興味を持つ連携展示の

検討が必要である。 
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○課題解決支援機能の充実 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③ビジネス支援の充実 

 地域産業を担う方、多様な業種の専門家、

創業・起業を考える方、キャリアアップを目

指す方、就職を考える方に、豊富な蔵書を基

盤にデータベース等のデジタル情報も活用し

た支援を継続します。また、関係する県庁各

部署等との連携をより深め、セミナー等のイ

ベント開催やビジネスに役立つ情報提供を推

進します。これらの取組を通して「第３次晴

れの国おかやま生き活きプラン」・重点戦略

Ⅱ・地域を支える産業の振興に寄与します。 

[主な成果] 

・関係機関と連携し、創業相談会（おかやまインキュベー

タ協議会）、高校生ビジネスプラン作成講座（日本政策

金融公庫）、創業＆フォローアップセミナー（県産業振

興財団など）を開催した。 

・データベース「市場情報評価ナビMieNa」を活用したマ

ーケティングのセミナーを開催した。 

[課題] 

・県立図書館の活用により、ビジネスの成功につながった

事例を募集するなど、具体的な活用法を効果的に情報発

信していくことが必要である。 

④身近な課題解決支援の充実 

 二次資料の作成・配布等によって、利用者

自らによる課題解決を促進します。また、主

催講座、連携講座、企画展示、連携展示等を

通してニーズを踏まえた課題解決支援を行う

とともに、積極的な情報発信により、未利用

者にも岡山県立図書館を身近な存在として認

知してもらえるよう取り組みます。以上の取

組を通して「第３次晴れの国おかやま生き活

きプラン」・重点戦略Ⅲ・安心で豊かさが実

感できる地域の創造に寄与します。 

[主な成果] 

・社会科学カウンター横のデジタルサイネージを使い、動

画「3分でわかる！県立図書館活用のヒント」を流すこと

で、来館者に課題解決支援サービスの周知を図った。 

・課題解決支援サービスを紹介する動画「岡山県立図書館

活用のヒント」（ナレーションは県立総社南高等学校生

徒に依頼）をホームページで公開し、課題解決支援サー

ビスの周知を図った。 

・企画展示や連携展示、主催講座などで、関連分野のブッ

クリストの配布とともに、ホームページで公開、また講

座内で現物資料の提供を行うなど、課題解決に役立つ資

料情報の提供を行った。 

[課題] 

・利用者が生涯を通して自ら課題解決につながる図書館活

用を進められるよう、調査スキルの向上に役立つ講座の

開催などによる情報発信が求められる。加えて学校にお

ける課題解決学習(PBL)への支援の拡充が課題である。 

【指標】ホームページ上で公開したブックリ

ストの作成件数：毎年度150件以上 

【指標】ホームページ上で公開したブックリストの作成件

数：１６０件（Ｒ４：１５６件） 

○児童図書研究室の活用 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①新刊児童図書及び児童図書研究書収集の促

進 

 新刊児童図書の全点購入や児童図書研究書

の積極的収集を継続し、子ども読書活動推進

センターとしての機能の一層の充実を図りま

す。 

[主な成果] 

・新刊児童図書の全点購入や児童図書研究書の積極的収集

を図った。またそれらの資料を活用した研修講座を、市

町村立図書館職員、学校図書館職員及びボランティアに

実施し、巡回展示や協力貸出、児童図書研究だよりの発

行を通して、子どもの読書に関わる方へ情報提供を行っ

た。 

[課題] 

・限られた資料費の中で、新刊児童図書の全点購入や児童

図書研究書の積極的収集を継続し、子ども読書活動推進

センター機能を維持する必要がある。 
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評価 

レファレンスサービスの周知に努め、その件数は、昨年度の６７，８７７件と比

較し、増加した。また、レファレンスデータベース登録数及び、ホームページ上で

公開したブックリストの作成件数は、目標を達成した。 

 ３ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 

 

 

（４）デジタルネットワークに対応する図書館 

○デジタル岡山大百科の充実 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①郷土情報ネットワークの充実と利用促進 

 郷土情報募集事業や関係機関との連携強化

等を通して、価値ある郷土情報の蓄積に努

め、活用方法を広報します。デジタル化に当

たってはメディア工房支援ボランティアと協

働で進めます。デジタルコンテンツの活用に

当たっては、広く一般の方に利用されるよう

オープンデータ化を検討します。 

[主な成果] 

・「岡山名所図絵」、「地誌教育岡山県唱歌」など、当館

のみが所蔵する郷土資料をデジタル化し、郷土情報ネッ

トワークシステムに登録した。また、著作権の関係上当

館では公開できない資料などは国立国会図書館に送付

し、国立国会図書館のデジタルコレクションにて公開し

ている。 

・郷土情報ネットワークに登録の資料のうち、和装本につ

いては国立国会図書館サーチと接続を行った。こうした

連携により、当館のデジタル資料をより多くの方が閲覧

できる状態になった。 

[課題] 

・デジタルコンテンツの一部オープンデータ化について

は、郷土情報ネットワークシステムの対応や規程の改正

を行い、早期に実現していく必要がある。 

・郷土情報ネットワークシステムについて、国内の多様な

コンテンツをまとめて検索・閲覧・活用できるジャパン

サーチへの接続を進める必要がある。 

 

②レファレンスデータベースの充実 

 県内公共図書館等と連携し、レファレンス

事例の一層の充実を図ります。また、効率的な

運営を目指し、図書館業務システムのレファレ

ンス機能や国立国会図書館のレファレンス協同

データベースの活用方法を検討します。 

[主な成果] 

・レファレンスデータベースに１８０件を登録した。（再

掲） 

・季節や記念日に関連したレファレンス事例やレファレン

ス共同データベースでアクセスの多かった当館の事例等

をＳＮＳでＰＲし、レファレンスについての周知を図

り、レファレンスの認知度が向上した。 

[課題] 

・引き続きレファレンス事例の充実を図るとともに、登録

事例を活用し、レファレンスの認知度を向上させる必要

がある。 
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○デジタルネットワークの活用  

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③外部から導入して提供するデータベースサ

ービス等の利用促進 

 直接来館することによってはじめて利用で

きるデータベースサービスについて講座など

を利用して周知し、利用促進を図ります。 

[主な成果] 

・外部講師および情報コンシェルジュ（情報サービス支援

ボランティア）によるデータベース活用講座を２回実施

し、データベースサービスの利用促進を図った。 

・アクセスコーナーを紹介する動画を作成し、館内のデジ

タルサイネージで情報発信を図った。 

 [課題] 

・データベース利用促進のための体験会や活用講座を実施

しているが、データベースの利便性、有用性を更に広報

して利用の拡大を図る必要がある。 

 

【指標】外部から導入して提供するデータベ

ースサービス等の利用者数 毎年度

1,800人以上 

【指標】外部から導入して提供するデータベースサービス

等の利用者数：８４８人（Ｒ４：９２９人） 

 

④サピエ図書館等の活用の推進 

 サピエ図書館の活用を一層進めるととも

に、県内公共図書館へノウハウを提供しなが

ら、全県域での障害者サービスを充実させま

す。 

 

 

[主な成果] 

・サピエ図書館から様々な音声データをダウンロードし、

録音図書（デイジー図書等）の貸出しを行った。希望す

る利用者には、記録メディアや携帯版録音図書再生機器

とともに貸し出した。 

・障害者サービスに関し、県内公共図書館、関係機関等の

問い合わせに対して、助言や情報提供を行った。 

[課題] 

・サピエ図書館の活用が一層進むよう関係機関等と連携

し、サービスの周知を図る必要がある。 

【指標】サピエ図書館データのダウンロード        

点数：最終年度に５,０００点以上 

【指標】サピエ図書館データのダウンロード点数： 

    ４,９７７点（Ｒ４：４,７２６点） 

⑤電子書籍サービスの導入 

  電子書籍サービスの導入については、公共

図書館向けコンテンツ数の不足や費用におい

て課題はあるものの、情報端末の普及や教育

の情報化、読書バリアフリー法の施行、さら

には新型コロナ等感染症の流行など外部環境

が大きく変化してきており、導入に向けて収

集基準の見直しなど具体的方策を検討しま

す。 

[主な成果] 

・電子書籍サービスに関して国内の導入状況や近隣各県の

導入後の利用状況等について情報収集を行った。 

・タブレット端末の利用補助等のため「情報コンシェルジ

ュ」サービスを実施した。 

 [課題] 

・依然として公共図書館向けコンテンツ数の不足や費用な

どが課題であり、環境の変化を注意深く見極めつつ、引

き続き検討していく必要がある。 

・タブレット端末に不慣れな方への支援は引き続き必要で

ある。 

 

評価 

 外部から導入して提供するデータベースサービス等の利用者数は、近年の来館者

数の減少により目標を下回ったが、サピエ図書館データのダウンロード点数につい

ては、概ね目標水準であった。 

 ２ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 
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（５）資料保存センターとしての図書館 

基本指標 令和５年度実績 

新刊図書の購入冊数   平成２８～令和元年度実績平均（１億円に

割り戻し）：２９,３６３冊 

２２，１００冊 

○資料の収集 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①新刊図書の効率的な収集 

 県民及び県内図書館からの高度化、多様化

する資料要求に応えられるように、新刊図書

の効果的な収集と、効率的な予算執行に努め

ます。また、引き続き、資料購入費の確保に

努めるとともに、雑誌スポンサー制度やふる

さと納税制度を活用し、資料収集に活かしま

す。 

 

 

 

 

[主な成果] 

・限られた予算の中で、資料収集基準に基づき、調査研究

センターとしての機能維持を念頭に、効率的な予算執行

に努めた。 

・雑誌スポンサーの周知により、毎年スポンサー数が増加

している。 

 [課題] 

・引き続き、利用者ニーズを踏まえながら、市町村立図書

館での購入が難しい資料など、県立図書館として所蔵す

べき資料の収集に努める必要がある。 

・資料購入費確保のため、雑誌スポンサーやふるさと納税

の更なる周知に努める必要がある。 

②郷土資料の収集の促進 

 郷土資料の収集については、量的充実と合

わせ、未所蔵資料の遡及収集に積極的に取り

組みます。購入や寄贈のほかに、資料の必要

性に応じて、他館所蔵資料の複製やデジタル

媒体の印刷製本等の柔軟な方法で収集しま

す。 

[主な成果] 

・現在発行されている郷土資料については、県内市町村に

寄贈協力を求めるとともに、雑誌や新聞記事等の出版情

報を基に積極的に収集した。 

・古書については、古書目録や古本市、インターネット等

の情報を得てデジタル化による公開も可能な資料的価値

の高い選定に努めた。 

・行政資料を中心に、デジタルデータでしか入手できない

ものについては、プリントアウト・製本して資料化し

た。 

[課題] 

・郷土資料の網羅的収集を継続していくことが必要であ

る。 

【指標】自館で複製した郷土資料受入れ数：

毎年度50点以上 

【指標】自館で複製した郷土資料受入れ数：５９点（Ｒ

４：６１点） 

○資料の保存 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

③県域の資料保存センター機能の充実 

 県域の資料保存センターとしての機能を果

たすため、受入資料については原則として永

年保存します。また、県内公共図書館等の移

管資料の受入れを行うとともに、寄贈資料の

円滑な受入れ、保存に努めます。書庫整備に

ついては長期的視野に立ち、計画的に取り組

みます。 

[主な成果] 

・寄贈・移管資料として、７，７９９冊（うち市町村立図

書館等９９４冊）を受け入れた 

[課題] 

・引き続き、寄贈・移管された資料を効率的かつ迅速に受

け入れるため、書庫や保管スペースを確保しておく必要

がある。 
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④長期保存対策の推進 

 劣化が著しく代替資料がない郷土資料のデ

ジタル化を、メディア工房支援ボランティア

と連携しながら優先的に行います。また、再

生機器の旧式化に伴い、永続的活用が困難と

見込まれるカセットテープやVHSなどの郷土

資料の媒体変換も優先的に行います。 

[主な成果] 

・長期保存の優先度合いの高い資料について、著作権保護

期間が過ぎ、利用頻度の高い資料を中心にデジタル化す

るとともに、デジタル岡山大百科へ登録し、利用に供し

た。  

[課題] 

・貴重な資料の長期保存と利用促進の観点から、引き続

き、計画的にデジタル化を進める必要がある。 

【指標】デジタル化した郷土資料点数：毎年

度25点 

【指標】デジタル化した郷土資料点数：２５点 

    （Ｒ４：２５点） 

評価 

 限られた資料購入費で最大限の効果がでるよう質の高い資料選定を行い県立図書

館の役割を踏まえた資料収集と効率的な予算執行を行った。県庁各課や市町村に刊

行物の提供等を呼びかけたことにより、自館で複製した郷土資料受入れ数は目標を

上回った。さらに、デジタル化した郷土資料点数も目標を達成した。 

４ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 
 

 

＜重点プログラム＞ 

（１）子ども読書プログラム 

○子ども読書活動推進センター機能の充実 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①子どもの読書に関する調査・研究の支援の

推進 

 新刊児童図書の全点購入や児童図書研究書

の積極的収集を継続し、第４次岡山県子ども

読書活動推進計画に基づき子ども読書活動推

進センター機能の一層の充実を図ります。ま

た、子どもの読書に関わる方や関係機関に対

して、新刊児童図書、児童サービスの実態や

取組等に関する様々な情報を広報紙やホーム

ページ等で提供します。 

[主な成果] 

・新刊児童図書の全点購入や児童図書研究書の購入を継続

し、充実した児童図書研究環境を提供することができた。 

・児童図書研究室内で中央教科書センター丸の内分館を運

営し、通年、現行教科書の展示を行った。 

 [課題] 

・限られた資料費の中で、新刊児童図書の全点購入や児童

図書研究書の積極的収集を継続し、子ども読書活動推進

センター機能を維持する必要がある。 

 

②子どもの読書に関わる研修・普及啓発活動

の推進 

 研修の形態は、講義のみならず、アンケー

トなどをもとにボランティアの声を反映させ

た事例発表、連絡会、交流会等の多様な形態

を取り、その内容は実践的なものとします。

また、読書ボランティア団体等の取り組みを

引き続き支援します。 

[主な成果] 

・市町村立図書館職員、学校図書館職員及びボランティア

を対象として、タイムリーかつ参加者ニーズを踏まえた

テーマにより各種研修会を開催するとともに、公共図書

館等主催の研修講座に講師を派遣するなど、図書館関係

者の資質向上に取り組んだ。 

・岡山県子どもの読書活動推進連絡会を開催し、図書館、

学校、ボランティア等関係者が連携・協働の下、種々の

取組を推進する機会とした。 

・講師の意向や著作権の問題を考慮しつつ、可能な限りオ

ンライン開催や事後の動画配信を行うなどし、研修機会

の確保に努めた。 

[課題] 

・オンラインでの受講が困難なボランティア等に対する研

修機会の確保について検討する必要がある。 
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③子どもへのサービスの充実と郷土岡山を大

切にする心の育成 

 資料の充実を図るとともに、読み聞かせ、

ストーリーテリング等の行事を、児童サービ

ス支援ボランティアと連携しながら行いま

す。保護者の読書相談にも対応します。学校

図書館と連携し、豊富な郷土情報に関するデ

ジタルコンテンツの有効利用など、岡山県立

図書館の魅力や活用方法を周知するととも

に、ティーンズコーナーの運営や図書館見学

を実施することにより、中高生の利用促進と

不読率の解消を目指します。また、図書館の

利用に特別な配慮を必要とする子どもの読書

活動を支援します。さらに、子どもが郷土岡

山を大切に思い、世界に視野を広げ、夢や目

標を持ち、よりよい社会づくりに参画する心

や態度を育成するために、多種多様な資料に

触れる機会として企画展示等のサービスを充

実させます。 

[主な成果] 

・ティーンズコーナーにおいて、高等学校等１８校の参加

による企画展示や「でーれーＢＯＯＫＳ」等学校図書館

活動の取組を紹介するとともに、寄せられたメッセージ

をホームページ上で公開した。 

・「岡山県立としょかんクイズ」、「岡山県立としょかん

クエスト」、「ヨムヨムこいのぼり」など、楽しく図書

館を利用し、参加できるイベントを実施した。 

・通常のおはなし会に加え、おはなしまつりなど読み聞か

せや工作、手遊び等を行ない、読書に親しむきっかけを

提供できた。 

[課題] 

・児童資料及びティーンズコーナーでの企画展示や、市町

村立図書館や学校図書館に対する資料及び研修等での支

援を通じて、子どもの読書活動の一層の推進を図る必要

がある。 

・読書バリアフリーの推進のため、特別支援学校への障害

者サービスのさらなる周知を図っていく必要がある。 

 

【指標】おはなし会参加人数（団体見学時の

人数を含む。）：最終年度に 6,500

人以上 

【指標】おはなし会参加人数（団体見学時の人数を含

む。）６，０５４人（Ｒ４：５，５４６人） 

 

○学校図書館への支援 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

④学校図書館への支援の推進 

 学校図書館担当職員（学校司書・司書教

諭）等を対象とした専門的な研修を開催する

とともに、こうした機会を通して、岡山県立

図書館が行っている学校図書館支援について

引き続き周知を図ります。また、学校等で開

催される研修に、必要に応じて図書館職員を

派遣します。 

[主な成果] 

・学校図書館への協力貸出し（当館所蔵資料の貸出し）、

学校図書館支援用図書貸出し（学校セット貸出し）等に

より学校図書館の支援を行った。 

・学校図書館職員を対象として、タイムリーかつ参加者ニ

ーズを踏まえたテーマにより各種研修会を開催するとと

もに、要請を受け講師を派遣し、資質向上を図った。 

・学校図書館支援用図書（学校セット）を活用した学校巡

回展示を３校で実施した。訪問時には、展示とともに学

校図書館担当者や生徒との交流を行い、県立図書館の利

用につなげた。 

[課題] 

・学校図書館への協力貸出冊数が大きく減少している。１

人１台端末の導入の影響と考えられる。 

・高等学校では、多くの資料を活用している学校がある一

方で、全く利用のない学校もあるため、さらにきめ細か

く利用促進を働きかける必要がある。 

・市町村立学校に対しては、市町村立図書館との役割分担

を図りながら、支援を進める必要がある。 

【指標】学校図書館への協力貸出冊数：毎年

度 35,000冊以上 

【指標】学校図書館への協力貸出冊数：２３,１２５冊 

    （Ｒ４：２８,２３８冊） 
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⑤学校図書館との協力体制の構築 

 岡山県立図書館は子ども読書活動推進セン

ターとして、学校図書館協議会等と連携協力

しながら、主体的・対話的で深い学びや「夢

育」等が効果的に実施できるよう、学校図書

館への支援を充実していきます。また、公共

図書館と地域の学校図書館等とのネットワー

クの構築についても情報収集を行い、市町村

に対し情報提供に努めます。 

[主な成果] 

・学校図書館との連携・協力を図るため、引き続き学校図

書館関連組織との連携や情報提供に努めた。岡山県高等

学校教育研究会学校図書館部会司書部会研修会第１回合

同研修会では、共同主催の立場で県立図書館が行う学校

向け事業の説明を行った。 

・巡回相談を通じて、地域の公共図書館と学校図書館等と

の間のネットワークの状況を把握するとともに、情報提

供を行った。 

  

[課題]  

・県立および市町村立図書館は学校教育を援助する立場に

あり、学校図書館において、岡山県が推進する「夢育」

でのＰＢＬや探究学習が効果的に実施できるよう、地域

の公共図書館・学校・教育委員会等がより緊密に連携協

力し、学校図書館の利用促進に努める必要がある。 

 

評価 

 新刊児童図書の全点購入など調査研究のための環境整備とともに、読み聞かせ等

子どもへのサービスの充実を図った。 

学校図書館への協力貸出冊数について目標を下回っており、学校や教育委員会等

と連携した取組が必要である。 

３ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 

 

 

（２）図書館資源の活用促進プログラム 

○図書館資源のアクセシビリティ向上 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

①電子書籍サービスの導入(再掲) 

 電子書籍サービスの導入については、公共

図書館向けコンテンツ数の不足や費用におい

て課題はあるものの、情報端末の普及や教育

の情報化、読書バリアフリー法の施行、さら

には新型コロナ等感染症対策など外部環境が

大きく変化してきており、導入に向けて収集

基準の見直しなど具体的方策を検討します。 

[主な成果] (再掲) 

・電子書籍サービスに関して国内の導入状況や近隣各県の

導入後の利用状況等について情報収集を行った。 

・タブレット端末の利用補助等のため「情報コンシェルジ

ュ」サービスを実施した。 

 [課題] (再掲) 

・依然として公共図書館向けコンテンツ数の不足や費用な

どが課題であり、環境の変化を注意深く見極めつつ、引

き続き検討していく必要がある。 

・タブレット端末に不慣れな方への支援は引き続き必要で

ある。 

 

②ユニバーサルデザインの視点に立ったサー

ビスの推進（再掲） 

 誰にでも使いやすいように蔵書検索システ

ムの機能の充実を図ります。またウェブアク

セシビリティ規格に配慮し、ウェブコンテン

ツの更なる改善を進めます。 

 障害のある方の読書環境の整備を目指した

[主な成果] （再掲） 

・当館所蔵資料に加え、録音図書などを提供するネットワ

ーク「サピエ図書館」を活用した資料提供を行った。 

・特別支援学校の管理職が集まる会議や教員が見学の下見

に来館された機会を活用し、障害者サービスや県立図書

館の利用方法の周知に努めた。 
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「読書バリアフリー法」の理念を踏まえ、対

面朗読のオンライン化について検討します。

また、障害者サービス等において県内公共図

書館や関係機関との連携の一層の強化を進

め、全県的に効果的なサービス展開を図りま

す。 

 多文化サービスについては、利用者ニーズ

の把握に努め、利用を促進します。 

 

・「岡山県読書バリアフリー計画」を踏まえ、全県的に効

果的なサービス展開を目指し、県内の関係機関とともに

情報交換を行い、今後の活動について話し合った。 

・オンラインでの対面朗読サービスの試行を開始した。 

[課題] （再掲） 

・ＩＣＴの活用など誰にでも使いやすい利用環境の改善と

ともに、各種サービスを有効に活用いただけるよう周知

に努める。 

【指標】障害者向け資料貸出冊数最終年度に

6,000冊以上 

【指標】障害者向け資料貸出冊数：５，３９２冊 

    （Ｒ４：５，０２１冊）     

③郷土情報ネットワークの充実と利用促進

（再掲） 

 郷土情報募集事業や関係機関との連携強化

等を通して、価値ある郷土情報の蓄積に努

め、活用方法を広報します。デジタル化に当

たってはメディア工房支援ボランティアと協

働で進めます。デジタルコンテンツの活用に

当たっては、広く一般の方に利用されるよう

オープンデータ化を検討します。 

[主な成果] （再掲） 

・「岡山名所図絵」、「津山市街地図」など、当館のみが

所蔵する郷土資料をデジタル化し、郷土情報ネットワー

クシステムに登録した。また、著作権の関係上当館では

公開できない資料などは国立国会図書館に送付し、国立

国会図書館のデジタルコレクションにて公開している。 

・郷土情報ネットワークに登録の資料のうち、和装本につ

いては国立国会図書館サーチと接続を行った。こうした

連携により、当館のデジタル資料を多くの方が閲覧でき

る状態になった。 

[課題] （再掲） 

・デジタルコンテンツのオープンデータ化については、郷

土情報ネットワークシステムの対応など行い、早期に実

現していく必要がある。 

・郷土情報ネットワークシステムについて、国内の多様な

コンテンツをまとめて検索・閲覧・活用できるジャパン

サーチへの接続を進める必要がある。 

 

【指標】デジタル化した郷土資料点数：毎年

度25点 

【指標】デジタル化した郷土資料点数（再掲）：２５点 

    （Ｒ４：２５点）     

 

○地域課題の解決に役立つ資料・情報の提供 

サービス目標と具体的取組 成果と課題 

④防災・減災に役立つ資料の収集保存と情報

発信 

 外部機関とも広く連携し、県民から寄せら

れた県内災害の記録を収集し「デジタル岡山

大百科」を活用した災害記録のアーカイブを

進めます。また、県内自治体によるハザード

マップ等の情報も広く収集し、併せて県民に

提供していきます。防災・減災に役立つ資料

の情報発信を積極的に進めていきます。 

 

 

[主な成果] 

・県内各地の災害記録、ハザードマップ、災害からの復興

の歩みなど防災、減災につながる郷土資料を継続収集し

た。 

[課題] 

・新たに改訂されたハザードマップなど、県内各地の災

害、防災関連資料の刊行情報について、作成状況を把握

し、収集を行う必要がある。 
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⑤身近な課題解決支援の充実 

 実用書から専門書までの幅広く豊富な蔵書

やデータベースを活用して、専門的な知識と

経験を備えた職員によるレファレンスを行

い、関係機関とも連携しながら、健康医療や

子育て、行政支援など、利用者の身近な課題

の解決を支援し、県民の暮らしや仕事に一層

役立つ図書館となるよう取り組みます。ま

た、こうした図書館機能の情報発信を積極的

に行い、多くの県民に利用していただけるよ

う努めます。 

[主な成果] 

・家庭教育に関する書籍を並べた書棚を整理し、書籍とと

もに、館内の子育て本マップや関係機関のパンフレット

等を設置することで、子育て支援に関する情報提供を行

った。 

・教育活動支援の一環として「高校生探究フォーラム

2023」に参加し、探究活動における図書館の活用方法と

利用促進を働きかけた。 

・岡山県職員向けの研修会で研修内容に応じたブックリス

トを配布し、併せて県職員向け県立図書館活用ポータル

サイトに、業務に役立つ本をまとめたブックリストを掲

載して利用を促進した。 

・岡山県中山間・地域振興課移住促進班からの依頼によ

り、当館で行われた移住促進イベント「JUICY VOICE! 岡

山県 秋の移住者大交流会～岡山を愛して～」で、岡山県

への移住（希望）者向けに県立図書館の紹介を行った。 

・岡山市中心市街地の地域情報を発信するローカルメディ

ア「マチナカノススメ」による、「岡山は文学のまちな

の？」をテーマとしたトークイベントに参加し、図書館

や本の魅力を発信した。 

・外部講師を招いて、農業情報を調べるデータベース「ル

ーラル電子図書館」を活用する講座を実施し、県庁職員

向けにはオンライン受講可能として実施した。 

[課題] 

・県立図書館の活用が課題解決につながった事例をアンケ

ートで募集するなど、より具体的な活用法を効果的に情

報発信していくことが必要である。 

評価 

障害者向け資料貸出冊数は目標を下回ったものの、近年、徐々に利用が増えてい

る。利用促進に向け、障害者サービスのさらなる周知が必要である。また、デジタル

化した郷土資料点数は目標を達成した。 

３ 

 ＜達成レベル＞ 
 ５：目標を大きく上回る 
 ４：目標を上回る 
 ３：概ね目標水準 
 ２：目標を下回る 
 １：目標を大きく下回る 

 

 



第４次中期サービス目標のサービス指標一覧

現況値
(H28～R元の平均値)

Ｒ７年度末
目標値(a)

令和５年度実績
(b)

達成率
(b)/(a)

評
価

○来館者数 － － 803,350人 －

○個人貸出冊数 － － 1,190,915冊 －

○登録者数 － － 307,202人 －

○登録率（県人口比） － － 16.5人 －

○来館者アンケート利用者満足度 － － 96.2% －

①インターネット予約貸出比率 12.9%
毎年度個人貸出冊

数の15％以上
18.3% 121.8%

②ツイッターフォロワー数
1,562人

（R2.6現在）
最終年度に3,000人 2,842人 94.7%

○協力レファレンス件数 － － 969件 －

③県内公共図書館への協力貸出冊数 36,548冊
最終年度に

 40,000冊以上
28,178冊 70.4%

④巡回相談実施延件数 71件 毎年度 75件以上 78件 104.0%

○レファレンス件数 － － 70,905件 －

⑤レファレンス事例の公開件数 207件 毎年度180件以上 180件 100.0%

⑥ホームページ上で公開したブックリストの作成件数 128件 毎年度150件以上 160件 106.7%

⑦外部から導入して提供するデータベースサービス
等の利用者数

1,422人
毎年度

1,800人以上
848人 47.1%

⑧サピエ図書館データのダウンロード点数 5,024点
最終年度に
5,000点以上

4,977点 99.5%

○新刊図書の購入冊数 － － 22,100冊 －

⑨自館で複製した郷土資料受入れ数 68点 毎年度50点以上 59点 118.0%

⑩デジタル化した郷土資料点数 23点 毎年度25点 25点 100.0%

⑪おはなし会参加人数（団体見学時の人数を含む。） 6,429人
最終年度に

 6,500人以上
6,054人 93.1%

⑫学校図書館への協力貸出冊数 34,405冊
毎年度

35,000冊以上
23,125冊 66.1%

⑬障害者向け資料貸出冊数 5,873冊
最終年度に

 6,000冊以上
5,392冊 89.9%

⑭デジタル化した郷土資料点数（再掲） 23点 毎年度25点 25点 100.0%

○基本指標（太字）は、絶えず取り組むべき基本事項と位置付け、数値指標は設定していない。

総合評価

２　50～89％

指標名

3

2

4

子
ど
も

読
書

　令和３年３月に策定した第４次中期サービス目標に基づき、３年目に当たる令
和５年度は、新型コロナウイルス感染症の影響による休館などの制約もなく運営
することができた。コロナ禍で利用が進んだ①インターネット予約の貸出比率や
⑨自館で複製した郷土資料受入れ数などの項目において目標を上回った。一方
で、⑦外部から導入して提供するデータベースサービス等の利用者数や⑫学校図
書館への協力貸出冊数は目標を大きく下回っている。
　今後、生活に役立つ図書館の便利なサービスをより多くの県民の皆様にご理解
いただけるよう努め、利用者の裾野を広げ、第４次中期サービス目標の達成に向
けて着実に推進していく。

3

＜達成レベル＞
５：目標を大きく上回る
４：目標を上回る
３：概ね目標水準
２：目標を下回る
１：目標を大きく下回る

県
民
に
開
か
れ
た
図
書
館

県
域
の
中
枢

調
査
・
研
究

デ
ジ
タ
ル

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

資
料
保
存

図
書
館

資
源

3

3

4

3
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